
多職種で一緒に学ぶ 脳卒中患者の診療経過 受入からリハビリまで
「脳卒中患者の診療経過を学ぼう〜コメディカルが伝える予後を左右する因子〜」

• 要旨
脳卒中診療に携わっているが、直接的な関わりが少ない職種も多い。診療への介入時期の
違う職種から、世間の動向や自施設での取り組みを含めたプレゼンテーションをしていただき、
多職種の知見をクロスオーバーに学ぶための教育セッションを企画した。
地域の救急医療体制の違いを含め、プレホスピタルケアから搬送治療までに関わる時間経過
について救急救命士から、脳神経血管内治療を実施する周術期管理について看護師から、
そして脳卒中患者への運動機能回復に必要なリハビリテーションについて理学療法士からレク
チャーを行う、３つのテーマで構成。

• 座長
医師：埼玉医科大学総合医療センター 脳神経外科 飯星 智史
看護師：帝京大学医学部附属病院 看護部 横須賀 舞
診療放射線技師：埼玉医科大学総合医療センター 中央放射線部 河原 剛

• テーマ及び演者
1. 発症から来院、血栓回収等の治療までの時間経過について

埼玉医科大学総合医療センター ER科 救急救命士：安斎 勝人

2. 血管内治療周術期の全身管理について
埼玉医科大学総合医療センター 看護部 看護師 ：原 淳子

3. 脳卒中患者への運動機能回復に必要なリハビリテーションについて
順天堂大学 保健医療学部 理学療法学科 理学療法士：藤野 雄次
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